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主な内容 （予定）

● 年間指導計画のための資料 

● 掲載作品・作家解説
● 教科書題材に沿った学習指導案 

● デジタル資料（技法動画、ワークシート集など）
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『高等学校　美術2　教授資料』
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カラーユニバーサルデザインに関する校閲
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社会とのつながりを意識した題材構成
社会の課題を解決するための取り組みや、生成AIなどの最新技術を生かした作例を、随所で取り上げました。
生活や社会における美術の役割や可能性について考えることができます。

「環境に配慮したデザイン」P.52～53 環境問題廃棄物を活用したプロダクト

Point 1Point 1

「美術とエンジニアリング」P.28～31

数学、物理学などの知
識や科学技術を応用し
てものをつくる「エンジ
ニアリング（工学）」を
生かして制作された美
術作品を掲載しました。

P.29「一色の部屋」
オラファー・エリアソン

「映像表現の広がり」P.66～69

P.69「Machine 
Hallucinations ―
Nature Dreams」
レフィーク・アナドール

生成AIやAR（拡張現
実）、プロジェクション
マッピングなど、最新
の技術を生かして制作
された映像作品を掲載
しました。

生活や社会の中の
美術の働きが
よくわかるね。増え続ける電子ごみへの対応余った素材を生まれ変わらせるデザイン

「防災のデザイン」P.54～55

いつ、どこで起こるかわ
からない災害から命と
暮らしを守るための、防
災におけるデザインの
役割や工夫を紹介しま
した。

P.54
「段ボール製の簡易住宅」
北
きた

川
がわ

啓
けい

介
すけ

いつ、どこで起こるかわからない災害から命と暮らしを守るために、
デザインにできることは何だろう。
自分たちに何ができるかを話し合い、防災のためのデザインを考えてみよう。

デザイン 防災のデザイン 防災におけるデザインの
役割について考え、形や色、
材料を工夫して表す。

目標

段ボール製の簡易住宅　
段ボール、プラスチック
高さ237.4～286.8cm　2023年
北
きた

川
がわ

啓
けい

介
すけ

［1974～ 愛知県出身］

避難所で簡単に設置できる簡易
住宅。段ボールでできているため
軽く、パーツも少ないので、15分
ほどで簡単に組み立てることがで
きる。屋根があることで、断熱性、
遮音性が高まり、寒さをしのぎや
すく、プライバシーを確保すること
もできる。また、2棟以上を連結し
て使うこともできる。

2024年1月の能
の

登
と

半島地震の被
災地で使用されたときの様子。

掲載作品のウェブ
サイトを見てみよう。

撥
はっ

水
すい

加工された風
ふ

呂
ろ

敷
しき

ポリエステル　96×96cm　2006年

特殊な撥水加工を施した風呂敷。角を結んで袋状にすると水をためることがで
き、非常時にはバケツの代わりになる（①）。撥水性を生かして、普段でも物を包
むための風呂敷としてはもちろん、傘や敷物の代わりにするなど、さまざまな用
途に使用することができる。

②：水を入れた状態で口を絞って圧をかけると、シャワー状に水が出る。
③：急な雨のときにかぶれば、体がぬれるのを防ぐことができる。

折り畳み式ランタン　LED、ソーラーパネル、プラスチック
使用時の高さ約11cm　2011年
アリス・ミン・スー・チュン［1975～ 韓

かん

国
こく

］

太陽光で充電できるLEDランタン。災害時に停電したときだけでなく、アウトド
アでも使うことができる。折り紙をヒントにデザインされており、軽量でコンパク
トに折り畳めるため、防災用の備蓄品として保管しやすい。

左：折りたたむと厚さ2cmほどになる。　
中：底面のソーラーパネルで充電すれば、最長12時間点灯することができる。

発想のヒント

防災のためのデザインを考えよう
高校生の作品を鑑賞して、自分の表現に生かそう。

地域のビジネスコンテストで、作
品についてのプレゼンテーション
をしたときの様子。その後、商品
化されることが決まった。

防災や感染症予防の知識を学べるかるた　
各9.1×5.5cm

生徒作品

新型コロナウイルスの感染が拡大しているときに、「子供
と大人がいっしょに遊びながら、防災の知識や感染症予
防の知識をつけられたら」と考えて制作しました。読み札
の文面とデザインを考え、ご当地キャラクター「イシノマキ
マン」の制作会社と協力して絵札をつくりました。

作者の言葉

④は、最後まで解答した後の画面。模擬試験の
結果のように点数や偏差値が表示される。また、
正解した問題の傾向から、防災に必要な五つの
能力がチャートで示され、タイプ別にキャラクター
が表示される。結果はSNSでシェアできる。

防災について学ぶコンテンツ　2018年

オンラインで受けられる防災テスト。スマートフォンでの利用を想
定してつくられており、画面をタップする、ストップウォッチで時間を
計るなど、さまざまな解答形式の問題を通して、楽しみながら学ぶこ
とができる。

出題画面 正誤の判定画面 解説画面

①

② ③ ④

二 次 元
コードが
入ります。

●① ●② ●③

　P. 
71
〜
73「
学
習
を
支
え
る
資
料
一
覧
」

資
料

54 55

防災

AI・
テクノロジー
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解説動画　伊藤若冲「動植綵絵」

→詳しくは別資料
「学びを深めるQRコンテンツ」へ。

鑑賞図版　「動植綵絵」全30幅

QRコードから、作品について短時間で
学ぶことができる解説動画や、「動植綵
絵」全30幅の鑑賞図版を見ることがで
きます。

QRコンテンツでもっと詳しく

P.12～15「作品を読み解く　『動植綵絵』」

学びが深まる鑑賞題材
伊
い

藤
とう

若
じゃく

冲
ちゅう

の作品「動
どう

植
しょく

綵
さい

絵
え

」を鑑賞する題材を新たに設定し、
作品が描かれた背景や表現の特徴を詳しく解説しました。
日本の美術について、より深く学ぶことができます。

若冲の独自の表現方法について詳しく解
説。作者や作品についての理解が深まり
ます。

鑑賞のポイントを丁寧に解説

扉のページには、「老
ろう

松
しょう

白
はく

鳳
ほう

図
ず

」の部分を大
きく掲載。鳳

ほう

凰
おう

の透き通るような羽の表現
をじっくりと鑑賞することができます。

美しい高精細図版

全30幅の中から、選りすぐ
りの10幅を掲載。作品を見
比べながら、写実的な描写・
幻想的な表現をじっくりと
鑑賞することができます。

ページをめくると……

|  全点掲載！|

紙面とQRコンテンツを
合わせて鑑賞することで、
学びが深まるよ。

sander_01 sander_02 sander_03 sander_04 sander_05 sander_06 sander_07 sander_08

以下のイラストは、教科書で使用したものです。空いているスペースなどに適宜お使いいただいても問題ありません。

緻密な
描写が
よくわかる！

Point 2Point 2
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P.36～37「作家のスケッチブック」

「画家」「彫刻家」「デザイナー」「建築家」のスケッチを掲載しました。
身近なモチーフを描いたもの、作品の構想をまとめたものなど、
多様なスケッチを鑑賞することができます。

実際にスケッチブックを
のぞいているみたい！
sander_01 sander_02 sander_03 sander_04 sander_05 sander_06 sander_07 sander_08

以下のイラストは、教科書で使用したものです。空いているスペースなどに適宜お使いいただいても問題ありません。
解説文とともに、題材へのリンクを示しました。リ
ンク先のページには、その作家が制作した作品を
掲載し、関連づけて指導できるようにしました。

題材とのリンク

発想の源を探る「作家のスケッチブック」Point 3Point 3

解説動画
「J・M・ウィリアム・ターナーのスケッチブック」

→詳しくは別資料
「学びを深めるQRコンテンツ」へ。

QRコンテンツでもっと詳しく
解説動画には、紙面に掲載
しきれなかったページも多
数収録しています。

全8ページにわたって、スケッチブックを思わせる
ような、風合いのある用紙を使用しています。

風合いのある用紙

表現の
参考になる
新設ページ

画家
● J・M・ウィリアム・ターナー
● マルク・シャガール
● フィンセント・ファン・ゴッホ
● 片
か た

岡
おか

球
た ま

子
こ

● エゴン・シーレ

彫刻家　　
● アルベルト・ジャコメッティ
● 青
あ お

木
き

野
の

枝
え

● 三
み

沢
さわ

厚
あつ

彦
ひこ

● ヘンリー・ムア

デザイナー
● 上
うえ

野
の

リチ・リックス
● アルネ・ヤコブセン
● 三

み

宅
やけ

一
いっ

生
せい

● 須
す

藤
どう

玲
れい

子
こ

建築家
● ザハ・ハディド
● 伊

い

東
とう

豊
とよ

雄
お

スケッチを掲載している作家一覧
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❶P.32～33「日本現代美術史年表」

３分野の年表を掲載！

❶「日本現代美術史年表」（P.32～34）

❷「日本デザイン史年表」（P.58～59）

❸「戦後日本の建築」（P.60）

「日本現代美術史年表」、「日本デザイン史年表」、「戦後日本の建築」の三つの年表を新たに設けました。
近現代の日本の美術史について、わかりやすく解説をしています。

鉛筆デッサン、水彩、油彩、版画、塑
そ

造
ぞう

など、高校美術で使われる技法を丁寧に解説した動画（QRコンテンツ）を
巻末にまとめて掲載しました。必要に応じて、いつでも確認することができます。

P.72「学習を支える資料一覧」

技法動画を活用！
QRコードから、技法の手順をわかり
やすくまとめた動画を視聴することが
できます。

技法動画
「油絵の具で描く」

近現代美術史
の流れがひと目
でわかるね！

sander_01 sander_02 sander_03 sander_04 sander_05 sander_06 sander_07 sander_08

以下のイラストは、教科書で使用したものです。空いているスペースなどに適宜お使いいただいても問題ありません。 巻末にまとまっているから、
必要な動画を探しやすいね！

60

ル・コルビュジエ（P.48～49参照）に師事した坂
さか

倉
くら

準
じゅん

三
ぞう

、前
まえ

川
かわ

國
くに

男
お

、吉
よし

阪
ざか

隆
たか

正
まさ

が、ヨーロッパで始まったモダ
ニズム建築（機能性や合理性を追求した建築）を日本
で展開していった。同時期に丹

たん

下
げ

健
けん

三
ぞう

（❶）が近代的な
材料や構法を用いた建築を次々と発表し、日本における
モダニズム建築の礎

いしずえ

を築いた。

●モダニズム●モダニズム

1960年に菊
きく

竹
たけ

清
きよ

訓
のり

、槇
まき

文
ふみ

彦
ひこ

、黒
くろ

川
かわ

紀
き

章
しょう

（❷）らが「メタ
ボリズム（新陳代謝の意）」というグループを結成し、生
物が新陳代謝して変化・成長するように、建築や都市も、
機能などの変化に応じて空間や設備を変えて成長させ
るべきであるという大胆な考えを示した。

●メタボリズム●メタボリズム

機能性と合理性を極めたモダニズム建築に対し、建築の
装飾性や象徴性を取り戻そうという動きが起こった。こ
の動向をポストモダンとよぶ。日本ではバブル経済（1980

年代後半～90年代初め）に牽
けん

引
いん

されるかたちで、建築の
意味を問い直すような建物（❸）が次々と生まれた。

●ポストモダン●ポストモダン

ポストモダン建築は、その装飾的な外観から、周囲の景
観を乱すと批判されることもあった。その後、多くの建
築家は、モダニズムを再解釈しつつ、周辺の環境との調
和を意識した建築を目ざすようになった（❹❺）。

●風景との調和●風景との調和

2000年代に入ると、せんだいメディアテーク（宮城県）
や、金

かな

沢
ざわ

21世紀美術館（❻）など、地域に開かれた公共
建築が生まれた。また、2011年には東日本大震災が起
こり、地域の再生と復興のために、建築関係者たちの行
動が大きな役割を果たした（❼10）。

●地域活性化と建築●地域活性化と建築

2000年代以降、豊
て

島
しま

美術館（❽）など、建築の概念を広
げるような、新しい建築が生まれている。また、古い建物
をリノベーションして新しく生まれ変わらせるという試み
も各地で行われている（❾）。

●新しい建築の追求●新しい建築の追求

2
0
0
0
年
～

1
9
8
0
年
～

1
9
6
0
年
～

1
9
5
0
年
～

戦後日本の戦後日本の
建築建築

❶広島平和記念資料館（広島県）　1955年　
丹下健三
1階がピロティ（P.48参照）になっており、ル・コルビュ
ジエの影響が感じられる。

❷中
なか

銀
ぎん

カプセルタワービル
（東京都）

1972年　黒川紀章
140個のカプセルルームから
できている。カプセルを交換
しながら長く使い続けられる
というコンセプトだったが、老
朽化のため2022年に解体さ
れた。

❸水
み

戸
と

芸術館（茨城県）
1990年　磯

いそ

崎
ざき

 新
あらた

高さ100mの塔がシンボリッ
クな複合文化施設。塔の周
りは、人々が自由に行き交う
ことができる開放的な広場
になっている。

❹地
ち

中
ちゅう

美術館（香川県）　2004年　
安
あん

藤
どう

忠
ただ

雄
お

瀬戸内海の直
なお

島
しま

にある美術館。周囲
の景観を損なわないよう、建物の大
半を地中に埋め込んだ。

❺ちょっ蔵
くら

広場（栃木県）　2006年　
隈
くま

 研
けん

吾
ご

隈は周囲の環境に溶け込むような建築を目
ざしている。この建物では、古い石蔵を生かし、
地元の大

おお

谷
や

石
いし

を使って設計した。

❽豊島美術館（香川県）
2010年　西

にし

沢
ざわ

立
りゅう

衛
え

アーティスト・内
ない

藤
とう

礼
れい

の作品
「母

ぼ

型
けい

」が恒久展示されてい
る美術館。柱がなく、天井の
開口部から自然の光や音、
風を感じることができる。

❻金沢21世紀美術館
（石川県）

2004年　SANAA
「まちに開かれた公園のよ
うな美術館」というコンセ
プトのもと、どこからでも人
が入れるよう、円形のデザ
インが採用された。

❼相
そう

馬
ま

 こどものみんなの家
（福島県）　2015年　
伊
い

東
とう

豊
とよ

雄
お

、クライン 
ダイサム アーキテクツ
東日本大震災の後、子供たち
が安心して過ごせる場所とし
てつくられた。

❾京都市京セラ美術館（京都府）
2020年　青

あお

木
き

 淳
じゅん

、西
にし

澤
ざわ

徹
てつ

夫
お

1933年に開館した京都市美術館を前身
として2020年にリニューアルオープン。
威厳ある歴史的建造物のよさを生かしつ
つ、新しい機能をもたせた。

10マルホンまきあーとテラス（宮城県）
2021年　藤

ふじ

本
もと

壮
そう

介
すけ

　
東日本大震災で被災した石

いしの

巻
まき

市民会
館や石巻文化センターに替わる施設と
して建てられた。

建築界のノーベル賞とも
いわれるプリツカー建築賞を、
2025年時点で日本では9名
の建築家が受賞しているよ。
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日本は万国博覧会に参加するようになり（❶）、世界の
潮流を知ることとなる。いっぽうで日本の美術工芸品が
欧米に紹介されたことで「ジャポニスム」（P.74参照）が
おこる。政府は1877年から内国勧業博覧会を開催し、
海外の新技術の紹介と国内の技術交流によって国内産
業の発展を図る。これは、1920年代の「生活改善運動」
（官民による、衣食住の消費生活などの合理的な改善を
目ざす運動）につながり、デザインや工芸が社会で意識
されるようになる。

●日用品の中に美を見いだそうとする「民藝運動」がおこる（1926年）
●国が工芸指導所を開設（1928年）

●国内産業の発展●国内産業の発展

工芸指導所（国が工芸の近代化、産業化を目的として
設立した研究・指導機関）が、企業や職人に対してデザ
インの研究や提供、啓発を行う。同時期に、百貨店、化
粧品、出版などで商業美術が定着する。日中戦争が始
まり、金属類を生活用品に使うことができなくなったた
め、木材や竹材などを使った代用品の研究や指導も行
われる。また、文化的な国家宣伝を目的とした『NIPPON』
（❷）や、日本の国力をアピールする目的の『FRONT』（❸）
など、海外向けのグラフ誌が発行される。

●産業工芸と商業美術が定着●産業工芸と商業美術が定着

●日本初の国際デザイン会議である、世界デザイン会議（WoDeCo）
　開催（1960年）
●東京オリンピック 開催（1964年）

東京オリンピック（❻）、日本万国博覧会（大阪万博・ P.33

参照）に向けてデザイン界は力を結集する。製品では家
電や自動車が輸出を牽

けん

引
いん

する。また、公団住宅や一般
の分譲マンションが次々と販売されるようになる。百貨
店は家具販売に力を入れ、消費者は家具だけでなくイン
テリアデザインにも関心を向けるようになる（❼）。

●高度経済成長期のデザイン●高度経済成長期のデザイン

●日本宣伝美術会（日宣美） 設立（1951年）
●日本インダストリアルデザイン協会（JIDA）設立（1952年）
●通商産業省がグッドデザイン商品選定制度（現：グッドデザイン賞）
　開始（1957年）

敗戦後、GHQ（連合国軍最高司令官総司令部）から日
本に、連合国軍のための住宅約2万戸の建設を命じられ、
建築、家具や家電製品などの製造において、技術が広く
向上する。また、大学でのデザイン教育や、デザイナー
団体や学会の設立、デザイン賞の創設（❺）など、デザ
イン界の体制が確立される。企業は、アメリカを目標に
製品開発を行い、国内外で評価される自動車、ラジオ、
カメラ、電気釡（❹）などを発売して、暮らしを変えていく。

●デザイン界の体制が確立●デザイン界の体制が確立
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日本デザイン史日本デザイン史
年表年表

❽1971-72　秋冬コレクション
1971年　髙

たか

田
だ

賢
けん

三
ぞう

鮮やかな色づかいが注目を集めた。

❾電子式卓上計算機（電卓）
1972年
当時主流であった電卓の4分の1以下のサ
イズで、大きな話題となった。

❶ウィーン万国博覧会
　日本列品所の様子
1873年
日本政府が初めて公式に参
加した万国博覧会。日本列
品所の入り口には、大きな金
シャチが展示された。

❷『NIPPON』第7号
1936年　
復刻版より転載
河
こう

野
の

鷹
たか

思
し

❸『FRONT』1-2
1942年　原

はら

 弘
ひろむ

⓫ハイブリッドカー
1997年に燃費性能とCO2排出量削減を
実現した自動車。写真は2003年のモデル。

⓬今
いま

治
ばり

タオル
ブランド商品認定マーク
2006年　佐

さ

藤
とう

可
か

士
し

和
わ

業績が伸び悩んでいた愛媛県今治
市のタオル産業を救うために、佐藤
がブランディングを行った。

⓮カーナビゲーションシステムによる
情報提供サービス　2011年　
東日本大震災の被災地域でのスムーズ
な移動を支援する目的で、自動車会社が
開発したサービス。

⓰横
よこ

須
す

賀
か

美術館（神奈川県）のサイン
2020年　廣

ひろ

村
むら

正
まさ

彰
あき

感染予防のための行動を呼びかけるピク
トグラム。

⓯ヘルプマーク　
2012年　
グラフィックデザイン：
永
なが

井
い

一
かず

史
ふみ

プロダクトデザイン：
柴
しば

田
た

文
ふみ

江
え

外見からわからなくても
援助や配慮が必要な人
が、周囲に配慮が必要
なことを知らせるマーク。
平常時だけでなく災害時
にも役立つ。

❺グッドデザイン賞を受賞したことを示すシンボルマーク
1957年　亀

かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

「Gマーク」の愛称で、現在も国内で広く認知されている。

❹自動式電気釡　
1955年
家事労働の負担を大幅に軽減し、
生活様式にも大きな変化をもたら
した。

❻東京オリンピック第2号ポスター　1962年
新潟県立近代美術館・万

ばん

代
だい

島
じま

美術館蔵
亀倉雄策
亀倉は日本のグラフィックデザインを世界水準
まで高めたデザイナー。東京オリンピックや大
阪万博のポスターを手がけた。

❼変形の家具 Side2　1970年　
倉
くら

俣
また

史
し

朗
ろう

　
大阪万博で発表した家具のシリーズ。
倉俣は空間デザインや家具デザインの
分野で活躍したデザイナーだ。

●日本万国博覧会（大阪万博） 開催（1970年）
●世界インダストリアルデザイン会議（ ICSID）開催（1973年）

高度経済成長期が終わりを迎え、ものづくりのありよう
が変わる。「軽薄短小」（軽量化・薄型化・小型化）の製
品（❾）がつくられ、世界的に評価されるようになる。また、
戦後の洋裁ブームが一段落すると、新たなファッション
が台頭する（❽）。

●量から質へ「軽薄短小」のデザイン●量から質へ「軽薄短小」のデザイン

アメリカで広まっていたCI（Corporate Identityの略。
シンボルマークや広告などの視覚デザインの統一を図
ること）が日本で注目され、国鉄の民営化（❿）などから、
CIの意識が一気に高まる。好景気も相まって、広告業
界は活況を呈する。また、三

み

宅
やけ

一
いっ

生
せい

や川
かわ

久
く

保
ぼ

玲
れい

（P.56

～57参照）などのファッションデザイナーが世界から注
目される。

●CIブームで広告業界が活況に●CIブームで広告業界が活況に

バブル経済の崩壊後、日本経済は長い停滞期に入る。
インターネットのサービスが日本で始まり、人々の価値
観が変化する。デザインは、ゲームやウェブサイトなど
の分野にも広がっていく。また、環境問題への関心が高
まり、エコデザインが注目されるようになる（⓫）。

●価値観の変化、情報化社会への対応●価値観の変化、情報化社会への対応

インクルーシブデザイン（高齢者や障害のある人など、
機能的、心理的なニーズを見すごされてきた人たちを、
企画や開発の段階から巻き込んでいく手法）が注目さ
れるようになる。また、デザイナーが地域振興に関わる「も
の」を超えた取り組みも各地で見られるようになる（⓬）。

●社会の課題が浮き彫りに●社会の課題が浮き彫りに

1995年の阪神・淡
あわ

路
じ

大震災、2011年の東日本大震災
などによって、人々の防災意識が高まり、防災や減災に
関するデザインが見られるようになる（⓮⓯）。また、デ
ザインのおもしろさを伝える、子供向けのテレビ番組の
放送が始まる（⓭）。

●防災・減災意識の高まり●防災・減災意識の高まり

●WDO世界デザイン会議開催（2023年）

新型コロナウイルスの感染拡大は人々の行動を変え、そ
れに関するデザインも生まれた（⓰）。また、SDGsへの
意識が高まり、サステナブルデザイン（環境や社会に対
する負荷を最小限に抑えながら、持続可能な未来を実
現するためのデザイン）が重視されるようになる。

●新しい生活様式、●新しい生活様式、
サステナビリティの意識の高まりサステナビリティの意識の高まり
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日本の近代デザインの始まりは、
1920年代からといわれているよ。

デザイナーは、「もの」
をデザインすることが
主流だった時代から、
地域振興などの「こと」
もデザインするように
なっていったよ。

❿JRのロゴマーク　
1987年　山

やま

本
もと

洋
よう

司
じ

簡潔で明快なデザインは、企業の知名
度アップに大きく貢献した。

⓭デザインのテレビ番組　
2011年より放送
身の回りの「もの」や「こと」を、デザイ
ンの視点で見つめ直す番組。

戦後の経済復興の中で、
デザインは大きな役割を
果たしたよ。

文
化
出
版
局
／
撮
影
：
増
渕
達
夫

理解が深まる美術史年表 便利な技法動画Point 5Point 5

令和8年度版「美術1」の年表と合わせて使う
ことで、いっそう理解が深まります。
（詳しくはP.11「楽しく学べる美術史年表」へ。）

Point 4Point 4

→詳しくは別資料「学びを深めるQRコンテンツ」へ。

● 日本画の絵の具で描く
● 木版で表す
● ドライポイントで表す
● 塑造で表す
● レタリングの手順

● パステルで描く
● パステルを粉にして指で描く
● 水墨画のさまざまな技法
● 水彩絵の具で描く
● 油絵の具で描く
● 油絵の具の片づけの手順
● アクリル絵の具で描く

さまざまな技法
● 静物を描く
 （リンゴを描く）

● 静物を描く
 （質感の異なるものを描く）

● 石
せ っ

膏
こ う

像
ぞ う

を描く
● 手を描く

● 鉛筆の削り方
● 鉛筆の持ち方
● グラデーションをつくる
 （1ますごとのグラデーション）

● グラデーションをつくる
 （ひと続きのグラデーション）

● 練りゴムの使い方
● ぼかし方の基本

鉛筆の技法
計22本
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P.42～44「西洋美術史年表」

題材や作品と関連づけて指
導しやすい構成です。

分野ごとの年表

高
等
学
校
用
芸
術
科（
美
術
）文
部
科
学
省
検
定
済
教
科
書

38
｜
光
村
｜
美
Ⅰ
0
3
8-

9
0
1

生徒が「一生もの」の美術の力を育てられるような教科書を目ざしました。

P.81「鉛筆BOOK」

Point 1Point 1 基本が身につく「鉛筆BOOK」
表現の基本である鉛筆デッサン。鉛筆の削り方から石

せっ

膏
こう

デッサンまで、
鉛筆の扱い方やさまざまな表現を学べるようにしました。

Point 2Point 2 楽しく学べる美術史年表
美術史を知ると、美術はもっとおもしろくなる。西洋美術、日本美術、デザイン、写真、映像表現、
全ての分野に年表を用意し、ポイントをわかりやすく示しました。

Point 3Point 3 質感が味わえる鑑賞題材
本物に近い風合いで日本美術の作品を鑑賞できるよう、和紙風の用紙に印刷しました。
「鳥

ちょう

獣
じゅう

人
じん

物
ぶつ

戯
ぎ

画
が

」の中でも特に人気のある甲
こう

巻
かん

を、始めから終わりまで全て掲載しています。

鉛筆の持ち方・削り方、練りゴムの使い
方、ガーゼを使ったぼかし方など、鉛筆
デッサンに欠かせない基本的な用具の
使い方を詳しく掲載。また、デッサンの
基礎である、形、光、質感について、丁寧
に解説しました。

詳しく、丁寧な解説

QRコンテンツ
解説動画

「鳥獣人物戯画 甲巻」
「鳥獣人物戯画」の構成、絵
巻物の鑑賞のしかたなどを
詳しく解説しています。

本物に近い風合いを再現するた
め、越

えち

前
ぜん

和紙の風合いをもつ高
級用紙に印刷しました。

高級用紙に印刷

「鳥獣人物戯画 甲巻」を
全て見られます。

ページをめくると……

原寸大でじっくり鑑賞

美術史の
流れが

ひと目でわかる！

和紙のような
風合い

鉛筆の全て
がわかる！

P.28～33「鳥獣人物戯画 甲巻」

3 8光村 美Ⅰ 0 3 8 - 9 0 1

「鉛筆BOOK」には、描き込みやすい用
紙を使っています。教科書に直接塗っ
てグラデーションをつくることもできます。

描き込みやすい用紙を採用

P.82「鉛筆BOOKグラデーションを
つくろう」より

QRコンテンツ

解説動画
美術史用語や作家、作
品について、詳しい解
説動画を視聴すること
ができます。

解説動画「印象派」

鉛筆の動画を
10本ご用意！　　

● 鉛筆の削り方
● 鉛筆の持ち方
● グラデーションをつくる1
● グラデーションをつくる2
● 練りゴムの使い方
● ぼかし方の基本
● リンゴを描く
● 質感の異なるものを描く
● 石膏像を描く
● 手を描く
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令和9年度　教科書の題材構成 ※●は表現や鑑賞の題材、■は鑑賞中心の題材、★はオリエンテーションを示している。
令和9年度版教科書
検討の観点と内容の特色　高等学校用 美術1 3 8光村

番号・略称
美術 1

教科書名
美術Ⅰ
種目

美Ⅰ 0 3 8 - 9 0 1

記号・番号
光村図書出版
出版社名

題材分野等

 はじめに ★ 目次／前書き P.2～4

  ★ 私と美術 P.5～7

絵画・彫刻  ● 鉛筆の可能性 P.8～9

 ■ ［作家の生涯と作品］フリーダ・カーロ P.10～11

 ■ ［比べて鑑賞する］俯瞰で描く
  「洛中洛外図屏風」「百貨店圖 日本橋三越」 P.12～15 

 ● ものからの問いかけ P.16～17

 ■ 自然との対話 P.18～19

 デザイン ■ 世界の美術館と出会う P.20～21

 ■ ウェブデザインを考える　 P.22 

  作家の手法　中村勇吾 P.23

 ● 本をデザインする P.24～25

 映像 ● 演出して撮る P.26～27
 メディア表現 ■ 映像を体感する P.28～29 

 資料 社会を支える美術の仕事 P.30～33

 ポートフォリオをつくる P.34～35

  美術館の役割 P.36～37

 学習を支える資料一覧 P.38～39

 後書き P.40～41
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◎学習指導要領、教科の
目標を達成するために必
要な教材が適切に用意さ
れているか。

◎基礎的、基本的事項の
理解や、その習得のため、
適切な配慮がなされてい
るか。 

◎内容の組織、配列、分量
は、学習指導を有効に進
められるように考慮されて
いるか。 

◎中高の接続に対する配
慮がなされているか。

 

◎学習意欲を高めるため
の配慮がなされているか。 

◎用語・記号の取り上げ
方や記述のしかた、活字の
大きさ、行間などは適切か。
 

 

◎印刷の鮮明さ、製本な
どは適切か。

◎環境保全への配慮がな
されているか。

◎上記観点から見た、全
体的・総合的な当教科書
の特徴。
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題材、資料、学習活動全般に、学習指導要領に示された「美術Ⅰ」の目標・内容が踏まえられており、生徒が「造形的な見方・
考え方を働かせ」て、「生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力」を育成できるよう工夫されている。

A表現・B鑑賞の題材がバランスよく適切に配置されている。また、全ての題材でA表現・B鑑賞を相互に関連させながら学
習が深められるよう配慮されている。

日本や西洋の美術だけにとどまらず、幅広い地域や時代の作品が多角的に取り上げられており、生涯にわたり美術を愛好する
心情を育み、感性を高め、美術文化に親しむことができるよう配慮されている。

各題材や巻末にまとめられた資料では、作品をつくるときの手がかりや基礎的な技法が具体的に示されており、これらを活用
することで、生徒が主体的に学習に取り組み、基礎的、基本的な事項を身につけられるよう配慮されている。

 題材が学習指導要領に沿って絵画・彫刻、デザイン、映像メディア表現の分野別に整理され、バランスよく配 
 置されている。内容がひと目でわかるようインデックスで色分けされており、学習指導を進めるうえで使いやす 
 いよう工夫されている。

 各題材では学習のねらいを示した目標が記されており、学習指導を効果的に進めることができる。

 関連する美術史用語をわかりやすく解説する「美術史ワード」が随所に設けられている。年表とのリンクが示さ 
 れており、必要に応じて美術史における位置づけを確認させることができる。

 表現や鑑賞の題材の随所に、作品を発想し制作する際に参考になる「発想のヒント」が設けられており、発想の 
 しかたが異なる生徒作品や、発想の手だてが紹介されている。

 表現や鑑賞の題材には、「作家の手法」というページが設けられており、生徒が作品の主題を生み出す手がかり 
 とできるよう、作家の発想や制作過程が詳しく示されている。

 アール・ブリュットの作品を鑑賞する題材や、アジア、アフリカの作家の作品が大きく取り上げられている題材 
 など、美術の多様性を感じさせる作品が多く掲載されている。

 屏風や絵巻物、浮世絵が和紙風の用紙に印刷されており、本物に近い風合いで鑑賞することができる。

 パブロ・ピカソ、葛飾北斎など、中学校美術科で扱った作家についてさらに深く学べるように、美術史的な背景や、 
 後世の作家への影響などを紹介している。

 各分野の最後に西洋美術、日本美術、デザイン、写真、映像表現、それぞれの年表が用語の解説とともに掲載 
 されており、ジャンルごとに歴史を概観することができる。また、題材へのリンクが示されているので、関連づ 
 けて指導することができる。

 描き込める紙に印刷された8ページの「鉛筆BOOK」が設けられている。中学校美術科で学習したことをふまえ、 
 鉛筆の削り方から石膏デッサンまで、表現の基礎となる鉛筆に関わる技法を幅広く学ぶことができる。

 巻末には「水彩絵の具で描く」「油絵の具で描く」などの技法についての資料がまとめられており、制作の流れ 
 や用具の使い方を適宜参照しながら学習指導を進めることができる。

 「発想の広げ方」では、発想を生み出し、広げるためのさまざまな方法が紹介されている。また、発想を広げるツー 
 ルも紹介されており、表現や鑑賞に役立てることができる。

 色彩に関する資料が計14ページ設けられ、〔共通事項〕の指導に活用することができる。「混色のヒント／トー 
 ン別カラーガイド」は教科書から切り離すことができ、持ち運んで活用することができる。

 各題材や巻末資料には適宜QRコードが掲載されており、関連するQRコンテンツとリンクしている。

 主要な「美術史ワード」や、大きく取り上げている作品や作家については、QRコンテンツで解説動画を視聴し、 
 鑑賞を深めることができる。

 「鉛筆BOOK」および題材や資料の技法解説ページからは、それぞれの技法の解説動画を視聴することができる。 
 また、〔共通事項〕や発想に関連する資料ページは、「三原色体感ツール」など、それぞれの学習を深めるための 
 コンテンツにリンクしている。

 主な表現や鑑賞の題材は、全国の生徒作品を掲載したQRコンテンツにリンクしている。多様な生徒作品を「作 
 者の言葉」とともに鑑賞し、自分の表現に生かすことができる。

 用語や表記は統一されており、記述のしかたも適切である。

 教科書に使用されているマークは、誰もが識別しやすい形や色で示されている。題材の随所には関連する巻末 
 の資料ページを示したマークがあり、学習内容に関連した資料を活用しやすいよう工夫されている。

 カラーユニバーサルデザイン、特別支援教育の観点から専門家の校閲がなされており、誰もが学習しやすいよ 
 う配慮して紙面がつくられている。

 活字は鮮明で、読みやすい大きさ、フォントが使用されており、キャプションなどの比較的小さい文字にはUDフォ 
 ントが使用されている。

A4ワイド判（297×232㎜）の紙面を生かし、観音開きのページや、2ページ大での作品掲載などが取り入れられている。迫
力ある紙面で生徒の学習意欲を高めるとともに、作品を細部まで鑑賞することができる。写真・図版も鮮明で効果的である。

製本が堅牢である。表紙はポリプロピレンラミネート加工により、画材や粘土などによる汚れにも対応できる。また、環境に配
慮した紙と植物油インキが使用されている。

学習指導要領に合わせて分野別に整理して構成され、幅広い表現を支援するヒントや多角的な鑑賞体験の提案、表現と鑑賞
の各題材で活用できる多様で豊富な資料、QRコンテンツなどが盛り込まれている。「美術の幅広い創造活動」を通して、「生活
や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力」を育成するという「美術Ⅰ」の学習指導要領の目標に合致している。
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 はじめに ★ 目次／前書き P.2～3

 絵画・彫刻  ★ 絵画・彫刻の扉 P.4～5

  ● 身近なものを描く P.6～7

  ● 風景を描く P.8～11

  ■ 作品を読み解く　「グランド・ジャット島の日曜日の午後」 P.12～15

  ● 想像した世界を描く　 P.16～17

   作家の手法　池田 学 P.18～19

  ■ アール・ブリュットの世界 P.20～21

  ● 自己を表す　※映像メディア表現を含む P.22～25

  ● 墨で描く P.26～27

  ■ 作品を読み解く「鳥獣人物戯画 甲巻」 P.28～33

  ■ 北斎・広重から広がる世界 P.34～35

  ● 人の姿を捉える P.36～37

  ● 集めてつくる P.38～39

   作家の手法　塩田千春 P.39

  ■ 私たちに問いかける美術 P.40～41

  西洋美術史年表 P.42～44

  20世紀後半以降の美術 P.45

  日本美術史年表 P.46～47

 デザイン  ★ デザインの扉 P.48～49

  ● 伝えるデザイン P.50～53

  ● 暮らしを豊かに彩る文様 P.54～57

   作家の手法　皆川 明 P.57

  ● 魅力的なパッケージをつくる P.58～59

  ● 暮らしやすさのデザイン P.60

   作家の手法　柴田文江 P.61

  ■ 社会の仕組みをデザインする P.62～63

  デザイン史年表 P.64～65

 映像メディア ★ 映像メディア表現の扉 P.66～67
 表現  ● 写真で表す P.68～71

  ● アニメーションをつくる P.72～73

  ● 記憶に残る映像をつくる　 P.74

   作家の手法　川村真司 P.75

  写真史年表 P.76～77

  映像表現史年表 P.78～79

  人名索引 P.80

 資料 《鉛筆BOOK》 P.81～88

  資料の扉 P.89

  水彩絵の具で描く P.90～91

  油絵の具で描く P.92～93

  アクリル絵の具で描く P.94～95

  日本画の絵の具で描く P.96～97

  版画の技法 P.98～101

  彫刻（塑造）の技法 P.102～103

  文字をデザインする P.104～105

  漫画表現の技法 P.106～107

  写真を撮影する P.108～109

  映像を制作する P.110～111

  発想の広げ方① P.112～113

  発想の広げ方② P.114～115

  美術館を楽しむ P.116

  鑑賞の手がかり P.117

  色の仕組み P.118～119

  色を分類する P.120～121

  色の効果 P.122～123

  さまざまな配色 P.124～125

  日本と世界の伝統色 P.126～127

  切り離し式資料　混色のヒント／トーン別カラーガイド P.129～132

  後書き P.128、133

題材 ページ分野等 題材分野等

 はじめに ★ 目次／前書き P.2～3

 絵画・彫刻  ★ 絵画・彫刻の扉 P.4～5

  ● 心の中の風景を描く　 P.6～8

   作家の手法　杉戸 洋 P.9

  ● 生き物を表す P.10～11

  ■ 作品を読み解く「動植綵絵」 P.12～15

  ■ 時代を超える琳派 P.16～17

  ● 人物を描く P.18～19

  ■ 素材と向き合う P.20～21

  ● 不思議な空間をつくる　 P.22

   作家の手法　目［mé］ P.23

  ● 版表現の可能性 P.24～27

  ■ 美術とエンジニアリング P.28～31

  日本現代美術史年表 P.32～34

 作家のスケッチブック P.35～42

 デザイン  ★ デザインの扉 P.43

  ■ 椅子のデザイン P.44～45

  ● 心地よい空間をつくる P.46～47

  ■ 作品を読み解く　ル・コルビュジエの建築 P.48～49

 ● 統一感のあるデザイン　 P.50～51

  作家の手法　色部義昭 P.51

  ■ 環境に配慮したデザイン P.52～53

  ● 防災のデザイン P.54～55

  ■ 世界に羽ばたく日本のファッション P.56～57

  日本デザイン史年表 P.58～59

 戦後日本の建築 P.60

 映像 ★ 映像メディア表現の扉 P.61
 メディア表現 ● 写真表現の可能性 P.62～65

 ● 映像表現の広がり P.66～69

 人名索引 P.70

 資料 学習を支える資料一覧 P.71～75

 後書き P.76～77
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◎学習指導要領、教科の目
標を達成するために必要な
教材が適切に用意されてい
るか。

◎基礎的、基本的事項の
理解や、その習得のため、
適切な配慮がなされている
か。

◎内容の組織、配列、分量
は、学習指導を有効に進め
られるように考慮されてい
るか。

◎中高の接続に対する配
慮がなされているか。

◎学習意欲を高めるため
の配慮がなされているか。 

◎用語・記号の取り上げ方
や記述のしかた、活字の大
きさ、行間などは適切か。

◎印刷の鮮明さ、製本など
は適切か。

◎環境保全への配慮がな
されているか。

◎上記観点から見た、全体
的・総合的な当教科書の特
徴。

題材、資料、学習活動全般に、学習指導要領に示された「美術Ⅲ」の目標・内容が踏まえられており、「美術Ⅰ」および「美術Ⅱ」
の学習を基礎にして、生徒が「造形的な見方・考え方を働かせ」て、「生活や社会の中の多様な美術や美術文化と深く関わ
る資質・能力」を育成できるよう工夫されている。

A表現・B鑑賞の題材がバランスよく適切に配置されている。また、全ての題材でA表現・B鑑賞を相互に関連させながら
学習が深められるよう配慮されている。

日本や西洋の美術だけにとどまらず、幅広い地域や時代の作品が多角的に取り上げられており、生涯にわたり美術を愛好
する心情を育み、感性と美意識を磨き、美術文化を尊重する態度を養うことができるよう配慮されている。

各題材や巻末にまとめられた資料では、作品をつくるときの手がかりや基礎的な技法が具体的に示されており、これらを活
用することで、生徒が主体的に学習に取り組み、基礎的、基本的な事項を身につけられるよう配慮されている。

題材が学習指導要領に沿って絵画・彫刻、デザイン、映像メディア表現の分野別に整理され、バランスよく配 
置されている。内容がひと目でわかるようインデックスで色分けされており、学習指導を進めるうえで使いやす 
いよう工夫されている。

各題材では学習のねらいを示した目標が記されており、学習指導を効果的に進めることができる。

掲載作品のアイデアスケッチが題材の随所に掲載されており、生徒が作品の主題を生み出す手がかりとするこ 
とができる。

鑑賞中心の題材「比べて鑑賞する」では、作品を比較鑑賞することで共通点や相違点について対話したり、そ 
れぞれの作品のよさを感じ取ったりするなど、実感的に理解を深めることができる。

「社会を支える美術の仕事」では、美術に関わるさまざまな職業が紹介されている。イラストを効果的に用いた 
紙面で、美術への興味・関心を喚起させ、キャリア教育につながる内容である。

「ポートフォリオをつくる」では、作品集のつくり方が詳しく掲載されており、3年間の学びの集大成として、卒業 
を控えた生徒が参考にすることができる。

「美術館の役割」では、美術館の社会における役割や学芸員の仕事、企画展ができるまでの流れを学ぶことが 
できる。

各題材や巻末資料には適宜QRコードが掲載されており、関連するQRコンテンツとリンクしている。2ページ 
大で掲載された「洛中洛外図屏風」には、動画付きの音声ガイドが用意され、鑑賞を深めることができる。

巻末資料「学習を支える資料一覧」のQRコンテンツでは、鉛筆デッサンをはじめ、水彩絵の具を用いた風景画 
や油絵の具を用いた静物画などさまざまな作品の制作手順が、動画で詳しく紹介されている。また、色の仕組 
みを理解するための色立体の解説動画や、美術史の用語の解説も見ることができ、知識を深めることができる。

用語や表記は統一されており、記述のしかたも適切である。

教科書に使用されているマークは、誰もが識別しやすい形や色で示されている。題材の随所には関連する巻末 
の資料ページを示したマークがあり、学習内容に関連した資料を活用しやすいよう工夫されている。

カラーユニバーサルデザイン、特別支援教育の観点から専門家の校閲がなされており、誰もが学習しやすいよ 
う配慮して紙面がつくられている。

活字は鮮明で、読みやすい大きさ、フォントが使用されており、キャプションなどの比較的小さい文字にはUDフォ 
ントが使用されている。

A4ワイド判（297×232㎜）の紙面を生かし、2ページ大での作品掲載などが取り入れられている。迫力ある紙面で生徒
の学習意欲を高めるとともに、作品を細部まで鑑賞することができる。写真・図版も鮮明で効果的である。

製本が堅牢である。表紙はポリプロピレンラミネート加工により、画材や粘土などによる汚れにも対応できる。また、環境
に配慮した紙と植物油インキが使用されている。

学習指導要領に合わせて分野別に整理して構成され、幅広い表現を支援するヒントや多角的な鑑賞体験の提案、卒業を
控えた生徒の参考になる資料などが盛り込まれている。「美術の創造的な諸活動」を通して、「生活や社会の中の多様な
美術や美術文化と深く関わる資質・能力」を育成するという「美術Ⅲ」の学習指導要領の目標に合致している。

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般 

P.12～15

P.30～33

P.34～35

P.36～37

教科書全般 

P.38～39

教科書全般 

教科書全般 
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項目 観点 特色・具体例 該当ページ項目 観点 特色・具体例 該当ページ

◎学習指導要領、教科の
目標を達成するために必要
な教材が適切に用意され
ているか。

◎基礎的、基本的事項の
理解や、その習得のため、
適切な配慮がなされている
か。

◎内容の組織、配列、分量
は、学習指導を有効に進め
られるように考慮されてい
るか。

◎中高の接続に対する配
慮がなされているか。

◎学習意欲を高めるため
の配慮がなされているか。 

◎用語・記号の取り上げ方
や記述のしかた、活字の大
きさ、行間などは適切か。

◎印刷の鮮明さ、製本など
は適切か。

◎環境保全への配慮がな
されているか。

◎上記観点から見た、全
体的・総合的な当教科書
の特徴。

表
記
・
表
現
お
よ
び

使
用
上
の
便
宜

印
刷
・

造
本
上
の
配
慮

総
合

所
見

題材、資料、学習活動全般に、学習指導要領に示された「美術Ⅱ」の目標・内容が踏まえられており、「美術Ⅰ」の学習を基
礎にして、生徒が「造形的な見方・考え方を働かせ」て、「生活や社会の中の美術や美術文化と深く関わる資質・能力」を育
成できるよう工夫されている。

A表現・B鑑賞の題材がバランスよく適切に配置されている。また、全ての題材でA表現・B鑑賞を相互に関連させながら
学習が深められるよう配慮されている。

日本や西洋の美術だけにとどまらず、幅広い地域や時代の作品が多角的に取り上げられており、生涯にわたり美術を愛好
する心情を育み、感性と美意識を高め、美術文化に親しむことができるよう配慮されている。

各題材や巻末にまとめられた資料では、作品をつくるときの手がかりや基礎的な技法が具体的に示されており、これらを活
用することで、生徒が主体的に学習に取り組み、基礎的、基本的な事項を身につけられるよう配慮されている。

題材が学習指導要領に沿って絵画・彫刻、デザイン、映像メディア表現の分野別に整理され、バランスよ 
く配置されている。内容がひと目でわかるようインデックスで色分けされており、学習指導を進めるうえで使いや 
すいよう工夫されている。

各題材では学習のねらいを示した目標が記されており、学習指導を効果的に進めることができる。

表現や鑑賞の題材の随所に、作品を発想し制作する際に参考になる「発想のヒント」が設けられており、発想の 
しかたが異なる生徒作品や、発想の手だてが紹介されている。

表現や鑑賞の題材には、「作家の手法」というページが設けられており、生徒が作品の主題を生み出す手がかり 
とできるよう、作家の発想や制作過程が詳しく示されている。

環境問題や防災などの社会課題を扱う題材や、生成AIなど新しい技術を生かして制作された作品を扱う題材 
が設けられており、生徒が現代社会における美術の役割や可能性について自ら考えることができるよう配慮さ 
れている。

「作品を読み解く　動植綵絵」では、作品が描かれた背景や表現の特徴など、鑑賞のポイントを丁寧に解説し、 
日本の美術についてより深く学ぶことができるよう工夫されている。

「作家のスケッチブック」では、生徒が画家・彫刻家・デザイナー・建築家の多様なスケッチを鑑賞し、表現の参考 
にすることができる。当該ページには、風合いのある用紙が使用されており、実際にスケッチブックを開くよう 
なイメージで鑑賞することができる。

「日本現代美術史年表」「日本デザイン史年表」「戦後日本の建築」の三つの年表が設けられており、近現代の 
日本の美術史について、理解をより深めることができる。

各題材や巻末資料には適宜QRコードが掲載されており、関連するQRコンテンツとリンクしている。

巻末資料「学習を支える資料一覧」のQRコンテンツでは、鉛筆デッサンをはじめ、水彩絵の具を用いた風景画 
や油絵の具を用いた静物画などさまざまな制作の手順が、動画で詳しく紹介されている。また、色の仕組みを理 
解するための色立体の動画や、美術史の用語解説も見ることができ、知識を深めることができる。

全国の生徒作品を掲載したQRコンテンツが、関連する題材とリンクしている。多様な生徒作品を「作者の言葉」 
とともに鑑賞し、自分の表現に生かすことができる。

用語や表記は統一されており、記述のしかたも適切である。

教科書に使用されているマークは、誰もが識別しやすい形や色で示されている。題材の随所には関連する巻末 
の資料ページを示したマークがあり、学習内容に関連した資料を活用しやすいよう工夫されている。

カラーユニバーサルデザイン、特別支援教育の観点から専門家の校閲がなされており、誰もが学習しやすいよ 
う配慮して紙面がつくられている。

活字は鮮明で、読みやすい大きさ、フォントが使用されており、キャプションなどの比較的小さい文字にはUDフォ 
ントが使用されている。

A4ワイド判（297×232㎜）の紙面を生かし、観音開きのページや、2ページ大での作品掲載などが取り入れられている。
迫力ある紙面で生徒の学習意欲を高めるとともに、作品を細部まで鑑賞することができる。写真・図版も鮮明で効果的で
ある。

製本が堅牢である。表紙はポリプロピレンラミネート加工により、画材や粘土などによる汚れにも対応できる。また、環境
に配慮した紙と植物油インキが使用されている。

「作家のスケッチブック」では、判型の異なる用紙を使用しており、生徒の興味・関心を引き出す造本の工夫がされている。

学習指導要領に合わせて分野別に整理して構成され、幅広い表現を支援するヒントや多角的な鑑賞体験の提案、表現と
鑑賞の各題材で活用できる資料、QRコンテンツなどが盛り込まれている。「美術の創造的な諸活動」を通して、「生活や社
会の中の美術や美術文化と深く関わる資質・能力」を育成するという「美術Ⅱ」の学習指導要領の目標に合致している。

教科書全般

教科書全般

教科書全般

P.8、19、25、55、65、68

P.9、23、51

P.52～55、66～69

P.12～15

P.35～42

P.32～34、58～60

教科書全般

P.71～75

P.6、10、18、20、24、62

教科書全般 

教科書全般 

P.35～42
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④

③

③

⑤

④

⑤

3 8光村
番号・略称

美術 2

教科書名
美術Ⅱ
種目

美Ⅱ 0 3 8 - 9 0 1

記号・番号
光村図書出版
出版社名

3 8光村
番号・略称

美術 3

教科書名
美術Ⅲ
種目

美Ⅲ  7 0 1

記号・番号
光村図書出版
出版社名


